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治 療

《対応可能医療機関》

検査・診断（IGRA・胸部X線検査・CT等）実施

【コッホ現象疑い】
接種翌日、翌々日の発赤、膿

【コッホ現象疑いの相談】

《医療機関》

診察（問診・接種部位の所見確認）
問診・結核患者との接触状況の確認

・家族内の有症状者、既往歴
・高蔓延国への渡航歴 等

接種後5～7日で発赤・膿がひく

接種後5～7日で発赤・膿がひかない、または痂皮化する

【ツベルクリン反応（ツ反）検査】
BCG接種からツ反検査の判定までは原則２週間未満
(7～10日程度が望ましい)

ツ反陽性 or BCGの局所反応が顕著

①保護者へ精密検査の必要性を説明
②紹介状を作成し、対応可能医療機関を紹介
※コッホ現象（疑い含む）事例報告書（様式１）の原本を添付

《神戸市保健所》

TEL 322-6790

FAX 322-6763

E-mail別途問い合わせ

コッホ現象疑い対応フロー（医療機関用）

相談がある場合（電話連絡）

・聞き取り内容

（児の氏名、住所、BCGワクチン

接種日、写真撮影日）
・針痕部の写真をE-mail

回答

電話相談
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FAX

・発赤が接種後１週間以内に消失する場合は、コッホ現象ではなく、非特異的反応の可能性が高くなりま

す。このような場合、接種後3～4週間（早ければ2週間）程度で通常経過の針痕部の反応が出てくれば

コッホ現象ではありません。その際１か月後、通常経過の反応を確認してください

○コッホ現象(疑い含む)事例報告書(様式1)の第１報告、第２報告は神戸市保健所へFAX送信
＊FAX送信はお間違いのないようによろしくお願いします。

No

ツ反を実施し48時間後に判定
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・正常な経過：接種後、約3週間後に針痕が目立ち始め、発赤・膿がみられ、1～
2ヶ月をピークに徐々に痂皮化し、数ヶ月で目立たなくなっていく。
・コッホ現象：結核に既感染児にBCGを接種した場合にみられる早くて強い反応。
通常なら約1ヶ月後にみられる反応が接種翌日～10日（多くは５日）以内に接種部
位の強い発赤、針痕に一致した硬結、化膿、痂皮化などがみられることをいう。
・保護者からの相談の際、接種部位は接種後７日間は毎日写真を撮影してもらう。

結核発生届

Yes

Yes

No

実施不可 実施可能

コッホ現象でない

コッホ現象確定

結核感染疑い 【異常なし】→１か月後の反応確認
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《神戸市保健所》

TEL 322-6790

FAX 322-6763


